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第 4章直接給電 FES システム用体内回路
第 3 章で提案したプロトコルを実現する体内田路について，その構成の提案と試作を行った.これ
により，電力特性や回路規模を具体的に見積もることが可能となった.消費電力は刺激電力を含めて
60mW程度であった. また，電力特性は負荷変動値に変換され，第 5 章における受電アンテナの設















































本検討より，直接給電 FES システムの給電 ・
通信系の完成を見たσig.2).
第 8 章結言
ー - 50 pps 
-10 Vpeak (双極刺激)
-255 level(8 bit)分解能
ー 200 -500μsec J\.ルス幅
通量遺産































第 7 章では，前章までに構築した直接給電 FES システムの要素技術の統合を試み，バッテリー
レス埋込 FES システムのハードウェア構成を世界で初めて実証するに至った.これは極めて重要
な成果である.
第 8 章は結言である.
以上要するに本論文は，バッテリーレス埋込 FES システムのハードウェア構成に関する提案お
よび設計法を示し，多チャンネル電気刺激法に新たな分野を切り開くものであり，医工学および電
気工学の発展に寄与するところが少なくない.
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